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井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
は
、
数
多
い
全
国
の
大
学
中
唯
一
の
学
校
法
人
立
の
研
究
所
で
あ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
突
然
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
二
つ
の
前
史
が
あ
る
。
創
立
者
の
研
究
と
百
年
史
の
編
纂
で
あ
る
。
前
者
の
創
立
者
の

研
究
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
三
年
に
は
じ
ま
る
各
学
部
の
教
員
を
主
と
し
て
構
成
さ
れ
た
「
井
上
円
了
研
究
会
」
（
三
つ
の

部
会
が
あ
っ
た
）
の
研
究
が
六
一
年
三
月
に
終
わ
り
、
「
井
上
円
了
選
集
編
集
等
委
員
会
」
が
こ
の
仕
事
の
一
部
と
研
究
を

継
承
し
た
。
ま
た
、
後
者
の
百
年
史
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
事
業
委
員
会
が
五
四
年
に
、
さ

ら
に
東
洋
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
が
五
七
年
に
作
ら
れ
、
六
三
年
に
大
部
分
の
事
業
を
終
わ
っ
て
委
員
会
は
解
散
し
た

が
、
年
史
の
作
成
は
「
年
史
編
纂
室
」
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
し
て
、
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら
を
基
本
的
に
継
承
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
と
背
景
に
加
え
て
、
「
法
人
立
の
も
つ
意
味
」
と
本
学
の
独
自
性
を
具
現
す
る
た
め
に
、
平
成
二
年
四

月
に
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
研
究
部
門
の
他
に
事
業
部
門
も
新
設
さ
れ
た
。
研
究
が
は
じ
ま
っ
て
一
年
し
か
経
っ
て
い

な
い
の
で
、
本
誌
の
中
間
報
告
の
域
を
出
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
年
間
の
報
告
と
し
て
了
承
さ
れ
た
い
。

　
な
お
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
塩
川
正
十
郎
理
事
長
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
方
々
の
熱
意
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
。
前
例
の

な
い
研
究
機
関
を
育
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
関
係
各
位
の
さ
ら
に
強
い
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
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